
年 月 日 ( )№ 59 1996 8 20 1ＡＡＡＡＡＡＡＡ日本日本日本日本ニューズレターニューズレターニューズレターニューズレター

〠100 91-
東京都中央郵便局

916私書箱

地方における広報活動の一考察
一九州沖縄地域セントラルオフィス

だれもいなくなったセントラルオフィスに一人、
混乱と焦燥、後悔と自己嫌悪が入り乱れるなかでこ
の原稿と四つに組んでいます。
ＡＡガイドライン《広報》によると 「ＡＡの広、

報報活動も、ＡＡグループや他のサービス活動と同
様に、その最終日的はただひとつ、まだ苦しんでい
るアルコホーリクにメッセージ運ぶことである。た
だし広報の場合、直接というよりむしろ間接的にア
ルコホーリクに手を差し伸べられるよう努めている
と言える。それは二つの方法による。
( )ＡＡのプログラムを一般の人々に知らせる。1
( )今飲んでいるアルコホーリクと仕事上でかかわ2
っている第三者に知らせる。
( )ＡＡの仲間によく情報を伝えることで、メンバ3
ーやグループがもっと効果的にメッセージを運べる
ようにする。
理想とすれば、①②③を包括した記事になればよ

いのでしょうが、それは無理というもの。九州地域
には広報委員会というようなサービス委員会はあり
ません。セントラルオフィスがその役割をカバーし
ていることも事実ですが、各地区での広報活動は、
各個人やグループがイニシアティブを取っているの
か現状だろうと思います。ＡＡのプログラムを一般
の人に知らせるために、どのように九州の仲間たち
は活動し、どのように仕事上でアルコホーリクと関
わる「第三者」に伝えたのか、ほんの一部しか語る
ことはできませんが、まだこのようなメッセージを
運んでいないグループや地区の参考になればと願っ
ています。

《《《《行政回行政回行政回行政回りりりり》》》》
表現として適切ではないかもしれませんが、九州

では、精神病院へのメッセージを除けば、一般の人
びとにお知らせする広報活動よりも、関係機関や専
門家にＡＡを知らせる方法を優先的に採用したとい
えるでしょう。というよりも、当初はＡＡを一般の
人に伝える方法が見つからなかったのかもしれませ

ん。草創期の一メンバーが手記に「鹿児島のＡＡの
中に『行政回り』という言葉がある。１年が経過し
たころ、施設の職員として長崎に赴任してきたＳ氏
がセミナー開催案内のために九州各地の関係者をま
わって来鹿のおり、一緒に数カ所の病院と保健セン
ター、保健所、福祉事務所等を訪問したことに由来
する。その後、鹿児島のＡＡが催す各種イベントの
時にはメンバーが手分けして各機関を訪門するとい
う、その伝統は現存も引き継がれている。当初、こ
の関係者へのメッセージの中で感慨深いのは、開口
一番『ＡＡ？ それは何ですか？』という問いかけ
だった。今、このような言葉はほとんど聞かれなく
なったことを思うとき、関係者の皆様のご理解とご
協力に感謝せずにいられない」と残している。(活
動範囲に差はあるが、各地区とも現在も継続してい
る）
「ＡＡをもっと一般の人にも知ってもらいたい」

という願いから、オープンのミーティングを開くの
はごく自然な流れだと思います。とにかく来てもら
いたい、聞いてもらいたい、そして回復途上の自分
たちの姿をみてもらいたい。それにはどうすればよ
いだろうかとアル中たちは考えました。関係機関に
は案内を直接手渡すことで協力を願い、一般の人に
はマスメディアの利用を思いついたわけです。マス
メディアと接触する方法が分からず悪戦苦闘するこ
とになりますが、最初は一方的に案内を送り、相手
の反応をうかがうといった消極的なものでした。

《《《《マスメディアヘマスメディアヘマスメディアヘマスメディアヘののののメッセージメッセージメッセージメッセージ活動活動活動活動》》》》
オープンミーティングにしろステップセミナーの

ような催しにしろ、当初は精神病院の患者とその家
族を除けば、一般の参加者はほとんどなく、むしろ
病院、保健所、福祉事務所等の関係者がおおかたで
した。これは「行政回り」の効果であり、一般の人
に伝える方法が見つけられなかった結果です。
マスメディアの中では何が一番早かったか正確で

はありませんが、テレビよりラジオだったように思
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います。新聞の方が早かったかもしれませんが、広
く伝えられたものはラジオだったように思います。
まずは案内を一方的に郵送送付するといった消極的
な方法で、ＡＡのメッセージ活動は開始されました
が、そのうちに行政回りの経験から新聞社や放送局
を直接訪問して話を聞いてもらうようになりまし
た。

《《《《過去過去過去過去のののの事例事例事例事例をもとにをもとにをもとにをもとに》》》》
９１年３月鹿児島
保健所が主催する「酒害を考える市民の集い」と

いうものかありました。保健所と、アルコール依存
症に関係する５つの白助グループが協力して、２カ

。 、月に１回の割合で開催されていたものです この時
南日本新聞社の記者が取材に保健所を訪れていて、
ＡＡに興味と関心をひいたのか、話を聞かせてほし
いと話しかけてきました。体験を語り終えると、ミ
ーティング場への取材はできないだろうかと求めら
れました。できれば記事にしたいし、写真も掲載し
たいと、オープン・ミーティングにはだれでも参加
できますが、取材となるとグループの同意を要する
ことを説明しました。あいにくその日は、わたしの
ホームグループではミーティングを開いていなかっ
たので、他のグループを紹介し、記者と同行しまし
た。グループの仲間たちに取材の趣旨を説明し、判
断をゆだねました。仲間たちはアノニミティが守ら
れるならばという条件で取材を承諾し、写真撮影も
許可しました。既に新聞だけでなくテレビにしても
取材は受けていました。そのつどわたしたちのアノ
ニミティか保証されることは体験していたのです。
個人名は伏せること、本人と分かるような写真は掲
載しないことなどは、記者は絶対に守ってくれるこ
とを経験していました。
その後、オフィスにも取材に来てＡＡについて詳

しい医師か専門家を紹介してほしいと言われまし
た。アルコール専門病院と精神保健センターに行か
れることを勧めました。何日かして半分以上の紙面
を使って 「アルコール依存からの脱却─ＡＡ鹿児、

」 「 」島グループ という記事が 社会部・原田茂樹記者
という著名人りで掲載されました。ミーティングに
参加している後ろ姿の写真が掲載されていました。
そしてスタートしたばかりの九州セントラルオフィ
スは、問い合わせの電話応対に追われることになっ
たわけです。

９６９６９６９６年年年年５５５５月月月月～～～～６６６６月沖縄月沖縄月沖縄月沖縄のののの場合場合場合場合

９６９６９６９６年年年年５５５５月月月月１７１７１７１７日日日日（（（（金金金金））））琉球新報朝刊琉球新報朝刊琉球新報朝刊琉球新報朝刊（（（（社会面社会面社会面社会面））））

第３回沖縄地区オープン・ミーティングの開催案内
の紹介記事は、結果的には九州・沖縄地域セントラ
ルオフィス開設以来の電話攻勢によるうれしいパニ

。 、 、ック状態を招くことになりました ２ ３日で５０
６０本の問い合わせ電話がきました。(過去このよ
うな数字は記録にありません 。）
これほど大きな問い合わせの原因は掲載面にあっ

たのです。実は琉球新報の朝刊の社会面のまん真ん
中に載ったとのこと、だから、その日新聞を広げた
すべての人の目に、アルコホーリクス・アノニマス
というカタカナ文字が飛び込んできたはずです。い

、 。まさらながら マスメディアの影響力を感じました
新聞記事を読んでいただくと分かりますが、記者は
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取材を通してＡＡのことを理解し、グループの雰囲
気を一般の方々に正確に伝えようとしています（協
力をしてくれているのです 。）
もうひとつはオープン・ミーティング開催から１

週間後の沖縄タイムスの夕刊の記事です。九州でも
過去にはプライバシーの侵害を恐れるあまり、メデ
ィア関係者の取材を断ったり、オープン・ミーティ
ングの会場から追い出したりした経験があります。

。 、しかし現在ではそのようなことはありません 事実
プライバシーを犯されたという報告も一件もありま
せん。ＡＡのメンバーがテレビのインタビューを受
けたり、スピーチの模様が流れたりしましたが、後
ろ姿だったり、あごから下を撮影したもので、顔が
映ったり、個人名が明かされたりしたことはありま
せん。マスメディアの関係者は、ＡＡの立場（なぜ
無名にとどまるのか）を十分に理解してくれるし、

（（（（平成平成平成平成８８８８年年年年）））） ６６６６月月月月７７７７日 金曜日日 金曜日日 金曜日日 金曜日

(夕刊)沖 縄沖 縄沖 縄沖 縄 タ イ ム スタ イ ム スタ イ ム スタ イ ム ス

協力してくれるのです。

《《《《マスメディアマスメディアマスメディアマスメディア利用利用利用利用のののの地方地方地方地方のののの有利有利有利有利さをさをさをさを活用活用活用活用しようしようしようしよう》》》》
大都市でなければマスコミは取り上げてくれない

と思っているグループはありませんか？ 本当にそ
うでしょうか？ 都会ではイベントや事件が多く、
なかなかＡＡのことは記事になりにくい、それに反
して地方ではマスコミはイベントの情報を求めてい
ます。広告料を支払うこともなく、広く、一般の人
に伝達されます。何も新聞や電波だけでなく、公共
機関の告知板（市民の広場や告知板）や有線放送だ
って利用できるのです。何も本社に行く必要はあり
ません。支社や支局に出向くことで済みます。でき
ることからやってみましょう。
先の沖縄の場合、仲間たちはメディアとの接触の

方法をＪＳＯに問い合わせ実践面での協力の一部を
セントラルオフィスに委託しました。記者はメッセ
ージを伝えに行った者に感心と興味を覚え、取材を
通してＡＡグループにひきつける魅力を感じまし
た。その結果として一般の人に広く伝える価値のあ
る社会資源と認知し、社会面での掲載という協力を
してくれたと言えるのではないでしょうか。決して
宣伝したわけではありません。ＡＡグループのひき
つける魅力が記事になったのです。
広報活動はノン・アルコホーリクのかたがたと接

触することか多いので、ある程度のソーバーが重要
とも言えますが、誠実な関心と熱意があればだれに
でもできることだと思います。自分の経験から述べ
ると、最初は対処の仕方がわからなかったので、仲
間に同行してなにも語らず、やり方を見学していま
した。そのなかで伝統の大切さと学習の必要性が自
然に理解できたように思います。相手の方にＡＡを
理解してもらおうと思ったら、それには自分自身も
ＡＡを正しく理解する必要があります。
なお、７月の九州のラウントアップ開催に際して

も、ＮＨＫをはじめ、民間放送局にも告知板にて放
送してもらい、保健婦さんの協力で各市町村の広報
誌でも案内を掲載してもらいました。会期中に関係
者を交えてのシンポジュームを企画運営しました
が、おかげさまで大盛況の大入り満員でした。
能力のなさから書き残しがたくさんあります。九

州以外にも大きな反響を呼んだ、熊本日々新聞春木
「 」進記者がＡＡグループを取材した 酔いのカプセル

の連載記事にも触れたかったのですが、紙面の関係
で次の機会に譲ります。あらためて、マスメディア
のかたがたにはご理解とご協力を得ていることに感
謝する次第です。 ボランティアスタッフ 岩下
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《 オ ー プ ン 》 と 《 ク ロ ー ズ ド 》
Ｊ Ｓ Ｏ で の マ ス メ デ ィ ア へ の 対 応

上記の岩下さんの記事にありましたように、一般
のかたがたからＡＡについて問い合わせをいただい
た場合、ＪＳＯでは「 オープン・ミーティング」「
を紹介し、直接その日でＡＡに触れていただくよう
お勧めしています。ＡＡで「オープン・ミーティン
グ」が開かれるようになったくだりは 「ＡＡ成年、
に達する」の２０５～２０６ページを読んでみてく
ださい。
さて、この「一般のかたがた」がどういう人達か

という限定はありません。したがってＪＳＯではマ
スコミのかたにも同じように「オープン・ミーティ
ング」を紹介しています。ミーティングであれ、オ
ープン・スピーカーズやステップセミナーといった

、 、「 」イベントであれ 地域や地区を問わず オープン
とリストされたものはすべて紹介しています。ただ
し、ＡＡのアノニミティについては十分説明をし、
「オープン・ミーティング」とはＡＡのミーティン
グがどういうものかを知っていただくために参加を
呼びかけているものであって、直接の取材はできな
いこと、したがって、メンバーの話をメモに取った
り、テープに入れることはできないこともお話しし
ています。
その上で、マスコミのかたがあらためてＡＡを取

材したいという場合には、マスコミに出ることを納
得して引き受けてくれた何人かのメンバーが「モデ
ル・ミーティング」を行ったり、個人の回復の経験
をお話ししています。ただし、正面からの顔の写真
と姓名を出すことは絶対にご遠慮いただき、メンバ
ーのプライバシーは必ず守っていただいています。
また、これは本来正しい方法なのかどうか分から

ないのですが、アルコホーリク以外のかたがオープ
ノン・ミーティングに出る場合、会場でどういう立

ち場で参加しているのか一言伝えてほしいとお願い
しています。
その上でマスコミのかたがオープン・ミーティン

グに行って、その身分を明かしたときに、岩下さん
も書かれているように、ＡＡメンバーから断られた
り、ミーティング場から出ていただくよう言われた
というケースが結構あるようです。
アルコールをやめたいという願望をもつ人ならだ

れでもＡＡのメンバーになれ、メンバーの一人一人
が大事に守られ、理解と共感に包まれる「クローズ
ド・ミーティング」では、アルコホーリクだけに共
通した経験が分かち合われ、酒をどうにかやめたい
と、やっとの思いで足を運んだ人も安心できる場所
であります。
一方オープン・ミーティングは、一般の人達、つ

まり家族、友人、関係機関、アルコール以外の問題
をもつ人、そしてマスコミの人も、参加してかまわ
ない場所です。もちろん予約も申し込みもなく。
ＡＡの歴史の中でも、１９３５年には５人の回復

者しかいなかったのに、それから７年後には８千人
の回復者の数を数えるに至ったのは 「プレイン・、
ディーラー」や「サタデイ・イブニング・ポスト」
といった紙面で記事に取り上げられたことによる部
分がおおいにあります。
「広報活動」か「ＡＡにつながったメンバーを守

ること」をとるか 「オープン」か「クローズト」。
か。どちらを選択してミーティングを行うのかは各
グループが決定することです（伝統４ 。その上で）
「オープン」を選択したなら、一般の人達が参加で
きるということを 「クローズド」を選択したなら、
アルコールの問題をもつ人だけが参加できる場であ
るということを、もう一度みんなで確認してみませ
んか。


